
チリ国家緊急対策室（ONEMI）
元副長官・防災コンサルタント
ビクトル・オレジャーナさん
「10年近くチリと日本の防災分野での協力に携
わってきました。KIZUNAプロジェクトで最も大切にし
たのは「人と人とのきずな」です。チリでの防災体
制は強化されてきましたが、都市への人口集中でこ
れまでにないリスクも高まっています。今後も日本と
協力して将来の災害に備えていきます」

オリエンタルコンサルタンツグローバル
上席理事
小林一郎（こばやし・いちろう）さん
「今後はパイロット市で、防災プロジェクト
の実施に向けた活動をモニタリングする予
定です。あと1年、実際に活用できる防災
計画策定に向けて協力を続けます」

左上 ： 避難訓練の実施もONEMIが主導する。プンタアレ
ナス市の高校での訓練には警察や市役所も参加した。
左 ： 地方防災計画の演習を行うONEMIの職員。

上 ： チリ大学で実施している地震学を学ぶディプロマコースで地震計
を視察。
下 ： 日本の消防関係者が協力した人命救助訓練。

都市救急救助技術の研
修では、倒壊した建物から
の救助訓練を実施した。現場の視察は、

多くのことを
教えてくれます

チリ国内では、
防災拠点の能力を強化

ONEMI組織強化

防災地図で必要な
対策が立てられます

安全に、迅速に行動！

30
年
以
上
の
協
力

　

防
災
分
野
で
の
日
本
と
チ
リ
の
協
力

は
1
9
6
0
年
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。

橋
や
堤
防
な
ど
土
木
構
造
物
の
建
設
や

建
物
の
耐
震
強
化
へ
の
協
力
を
皮
切
り

に
、
2
0
0
0
年
代
に
は
災
害
リ
ス

ク
削
減
の
視
点
を
取
り
入
れ
た
国
土
計

画
の
作
成
を
実
施
。
ほ
か
に
も
地
震
お

よ
び
地
殻
変
動
の
観
測
体
制
の
強
化
へ

の
協
力
、
地
震
工
学
や
防
災
・
減
災
対

策
を
テ
ー
マ
に
し
た
研
修
を
行
い
、
チ

リ
の
防
災
能
力
は
向
上
し
て
い
っ
た
。

し
か
し
、
2
0
1
0
年
に
発
生
し
た
チ

リ
中
部
地
震
で
は
5
0
0
人
以
上
の

死
者
を
出
し
、
経
済
被
害
も
大
き
く
、

多
く
の
人
が
防
災
能
力
強
化
の
必
要
性

を
再
認
識
し
た
。
日
本
は
国
際
緊
急
援

助
や
調
査
団
の
派
遣
を
行
い
、
以
後
も

継
続
的
に
地
震
・
津
波
へ
の
対
応
能
力

強
化
支
援
、
津
波
防
災
の
共
同
研
究
、

兵
庫
県
と
連
携
し
た
心
の
ケ
ア
モ
デ
ル

構
築
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
多
様
な
分
野
で

協
力
を
行
っ
て
き
た
。

中
南
米
地
域
の
人
材
育
成
を

「
こ
う
し
た
長
年
の
協
力
を
経
て
実
現

し
た
の
が
、
チ
リ
を
中
南
米
地
域
の
防

災
人
材
育
成
の
拠
点
と
し
て
整
備
す
る

K
I
Z
U
N
A
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
」

と
J
I
C
A
の
井
上
啓ひ

ろ
む
さ
ん
は
話
す
。

同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
下
、
チ
リ
の
研
究

者
が
防
災
に
必
要
な
知
識
を
学
ぶ
「
専

門
家
育
成
」、
中
南
米
地
域
の
行
政
官

を
対
象
に
耐
震
設
計
や
救
急
救
助
、
森

林
火
災
対
策
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア

な
ど
の
研
修
を
行
う
「
行
政
官
育
成
研

修
」、
そ
し
て
こ
れ
ら
に
参
加
し
た
人

や
機
関
が
知
見
を
共
有
し
て
協
力
す
る

「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
と
強
化
」
が
行

わ
れ
た
。

　

行
政
官
育
成
研
修
で
は
、
チ
リ
が
持

つ
知
見
や
経
験
、
人
材
を
活
用
し
つ
つ

日
本
か
ら
も
専
門
家
を
派
遣
し
た
。「
救

急
救
助
の
研
修
で
は
、
チ
リ
消
防
ア
カ

デ
ミ
ー
の
メ
ン
バ
ー
と
日
本
の
消
防
庁

や
名
古
屋
・
東
京
の
消
防
局
か
ら
派
遣

さ
れ
た
専
門
家
の
下
、
訓
練
を
実
施
し

ま
し
た
。
過
去
の
協
力
が
あ
っ
た
の
で
、

連
携
も
ス
ム
ー
ズ
で
し
た
」
と
井
上
さ

ん
は
両
国
の
協
力
体
制
を
説
明
す
る
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
送
り
出
し
た
中

南
米
地
域
の
専
門
家
・
研
修
員
は

5
1
6
9
人
。
帰
国
後
、
彼
ら
は
各

国
で
防
災
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

ペ
ル
ー
で
は
帰
国
研
修
員
が
主
導
し
て

港
湾
で
の
自
然
災
害
リ
ス
ク
へ
の
備
え

と
し
て
業
務
継
続
計
画
を
作
成
し
、

K
I
Z
U
N
A
で
講
師
を
務
め
た
チ

リ
の
大
学
教
授
を
招
い
て
、
防
災
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
た
。「
こ
れ
は
一
例
で

す
が
、
研
修
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
継
続

的
に
活
用
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
」
と
井

上
さ
ん
は
成
果
を
感
じ
て
い
る
。
チ
リ

の
防
災
を
担
う
国
家
緊
急
対
策
室

（
O
N
E
M
I
）
副
長
官
（
当
時
）
で

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
担
当
し
た
ビ
ク
ト
ル
・

オ
レ
ジ
ャ
ー
ナ
さ
ん
は
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
意
味
を
こ
う
語
る
。「
自
然
災
害
は

国
境
を
超
え
て
発
生
し
ま
す
。
今
後
は
、

K
I
Z
U
N
A
で
育
っ
た
人
材
が
、
中

南
米
地
域
全
体
を
視
野
に
入
れ
た
防
災
対

策
を
行
え
る
よ
う
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

も
し
災
害
が
起
き
て
も
す
で
に
信
頼
関

係
が
あ
る
の
で
助
け
合
う
こ
と
が
で
き
、

復
興
で
も
協
力
で
き
ま
す
」。

地
方
の
防
災
能
力
を
強
化

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
同
時
期
に
行

わ
れ
た
の
が
、
O
N
E
M
I
の
組
織
能

力
強
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
だ
。
地
方
政
府
に

よ
る
防
災
計
画
の
策
定
と
計
画
に
基
づ

い
た
防
災
投
資
を
促
進
し
た
い
と
い
う

チ
リ
側
の
要
請
を
受
け
た
も
の
で
、
地

方
政
府
の
首
長
や
職
員
に
防
災
計
画
の

必
要
性
を
伝
え
る
ビ
デ
オ
教
材
の
作
成

や
防
災
計
画
策
定
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

　
J
I
C
A
か
ら
事
業
を
委
託
さ
れ
た

オ
リ
エ
ン
タ
ル
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
グ
ロ
ー
バ

ル
社
の
小
林
一
郎
さ
ん
は
、O
N
E
M
I

の
主
要
メ
ン
バ
ー
と
地
方
政
府
の
担
当

者
が
参
加
し
た
日
本
で
の
研
修
の
成
果

を
こ
う
話
す
。「
日
本
で
は
防
災
計
画

の
考
え
方
が
中
央
か
ら
地
方
ま
で
統
一

さ
れ
、
計
画
に
基
づ
い
た
投
資
が
行
わ

れ
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
チ
リ
で
も
同

じ
よ
う
に
防
災
計
画
を
策
定
す
る
動
き

に
つ
な
が
り
ま
し
た
」。
現
在
は
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
下
な
が
ら
も
、

防
災
情
報
を
活
用
す
る
日
本
の
ノ
ウ
ハ

ウ
の
導
入
な
ど
を
進
め
て
い
る
。「
両
国

が
防
災
の
知
見
を
共
有
す
る
こ
と
で
安

全
・
安
心
な
社
会
に
な
り
、
さ
ら
に
両

国
の
交
流
が
活
発
に
な
る
で
し
ょ
う
」

と
小
林
さ
ん
は
期
待
す
る
。

日本とチリが培ってきた
防災の知見を中南米へ

KIZUNAプロジェクト

防災ネットワークの拠点に

案件名 中南米防災人材育成拠点化支援プロジェクト（KIZUNAプロジェクト）
2015年3月〜2020年3月
災害リスク軽減のためのONEMI組織強化プロジェクト
2018年10月〜2021年6月

チリは日本と同じく太平洋火山帯に属し、地震や津波、噴火などの災害が多い。
そのため、古くから防災分野で協力を進めてきた。

しかし今では、ともに他の中南米諸国へ防災政策やノウハウを伝える存在だ。

中南米と手を携えて  CASE1
Chile

チリ

中南米
日系社会とともに歩む
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